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4 　規　　程

関西大学博物館規程

� 制定　平成 6年 1月28日

（設置）
第 1条　関西大学学則第65条の 2の規定に基

づき、関西大学に関西大学博物館（以下
「博物館」という。）を置く。
（目的）

第 2条　博物館は、考古学、歴史学、民俗学、
美学・美術史、産業技術・技術史、自然
科学等の資料並びに図書等（以下「資料
等」という。）の収集、整理、保管、展
示及び調査研究活動を行い、大学におけ
る教育及び研究の発展のために寄与する
ことを目的とする。
（事業）

第 3条　博物館は、前条に規定する目的を達
成するため、次の事業を行う。
⑴　資料等の収集、整理及び保管に関す

ること。
⑵　資料等の展示及び公開に関すること。
⑶　調査研究活動に関すること。
⑷　調査研究の成果発表及び出版に関す

ること。
⑸　講演会、講習会、研究会及び展示会

の開催に関すること。
⑹　その他必要な事業に関すること。
（職員）

第 4条　博物館に次の職員を置く。
⑴　館長
⑵　学芸員
⑶　研究員
⑷　事務職員
2　学芸員は、専任職員（特任嘱託を含
む。）をもって充てる。

3　博物館に若干名の非常勤研究員を置

くことができる。
（館長）

第 5条　館長は、博物館を代表し、博物館の
業務を統括する。
2　館長は、学長の推薦により理事会が
任命する。

3　館長の任期は 4年とし、再任を妨げ
ない。

4　館長が欠けたときは、補充しなけれ
ばならない。この場合において、そ
の任期は、前任者の残任期間とする。

（学芸員）
第 6条　学芸員は、博物館資料の収集、整理、

保管、展示及び調査研究活動その他これ
らに関連する業務を行う。
（研究班）

第 7条　館長は、博物館の調査研究活動上、
必要と判断した場合は、第11条に規定す
る博物館運営委員会の議を経て、特定の
調査研究テーマに係る研究班を置くこと
ができる。
2　研究班は、次の者をもって構成する。
⑴　研究代表者
⑵　研究員
⑶　学芸員
3　前項のほか、研究班には次の者を加
えることができる。

⑴　第 9条に規定する客員研究員　 2名
以内

⑵　第10条に規定する非常勤研究員　若
干名

4　研究班に、準研究員として、大学院
博士課程後期課程に在籍する院生を
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受け入れることができる。
5　研究代表者は、所定の期日までに、
研究員の一覧、研究概要及び計画書
（期間及び予算を含む。）を館長に提
出しなければならない。

6　研究班による研究期間は 2年とし、
4年を限度として延長することがで
きる。ただし、年度途中から開始し
た場合は、当該年度末までを 1年と
みなす。

7　研究班は、研究期間の最終年度の末
日までに博物館の事業として研究成
果を公表しなければならない。

8　研究代表者は、研究概要及び計画に
重要な変更が生じたときは、直ちに
館長に報告しなければならない。こ
の場合において、研究の継続可否に
ついては、博物館運営委員会の議を
経て決定する。

（研究員）
第 8条　研究員は、博物館における調査研究

等を行う。
2　研究員は、専任教育職員又は特別契
約教授のうちから、博物館運営委員
会の議を経て館長が委嘱する。

3　研究員は、研究班に所属して、研究
計画に基づき調査研究等を行う。

4　研究員の任期は、所属する研究班の
研究期間とする。ただし、再任を妨
げない。

5　研究員は、毎年度末までに、研究成
果を館長に報告しなければならない。

（客員研究員）
第 9条　客員研究員は、研究班に所属して、

研究計画に基づき調査研究等を行う。
2　客員研究員は、博物館の研究活動に
関連する研究実績を有する研究者で、
他大学、国公私立の研究機関等に所

属している者又はそれに相当する研
究実績を有すると認められる者のう
ちから、研究代表者からの申請に基
づき、博物館運営委員会の議を経て
館長が委嘱する。

3　客員研究員の任期は、 1年とする。
ただし、所属する研究班の研究期間
内で再任することができる。

4　その他客員研究員に関する事項につ
いては、別に定める。

（非常勤研究員）
第10条　非常勤研究員は、博物館における調

査研究等を行う。
2　非常勤研究員は、博物館の研究活動
に関連する研究実績を有する研究者
のうちから博物館運営委員会の議を
経て、館長が委嘱する。

3　非常勤研究員の任期は、 1年とする。
ただし、館長が認める場合は、再任
することができる。

4　その他非常勤研究員に関する事項に
ついては、別に定める。

（運営委員会）
第11条　博物館の管理運営に必要な事項を審

議するため、博物館運営委員会（以下「委
員会」という。）を置く。
（委員会の構成）

第12条　委員会は、次の者をもって構成する。
⑴　館長
⑵　各学部から選出された専任教育職員

各 1名
⑶　学術情報事務局長、学術情報事務局

次長（博物館・出版担当）及び博物
館事務長

2　委員会は、前項に規定する委員のほ
か、学識経験者若干名を加えること
ができる。学識経験者の委嘱は、学
長が行う。
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3 　委員会が必要と認めたときは、委員
以外の者に出席を求め、意見を聴く
ことができる。

（委員の任期）
第13条　委員（館長を除く。）の任期は 2年

とし、再任を妨げない。
2　前条第 1項第 1号及び第 3号に規定
する委員の任期は、その在任中とす
る。

3　前条第 1項第 2号に規定する委員に
欠員が生じたときは、補充しなけれ
ばならない。この場合において、そ
の任期は、前任者の残任期間とする。

（委員会の運営）
第14条　委員会に委員長を置き、館長が当た

る。
2　委員会は、必要に応じて委員長が招
集し、議長となる。

3　委員会は、委員の過半数の出席をも
って成立し、出席委員の過半数の同
意をもって決する。

（委員会の審議事項）
第15条　委員会は、次の事項を審議する。

⑴　資料等の収集、整理及び保管に関す
る事項

⑵　博物館の管理運営に関する事項
⑶　調査研究活動に関する事項
⑷　博物館実習に関する事項
⑸　博物館の予算に関する事項
⑹　その他必要な事業に関する事項
（自己点検・評価委員会）

第16条　博物館に博物館自己点検・評価委員
会（以下「自己点検・評価委員会」とい
う。）を置く。
2　自己点検・評価委員会は、博物館に
関する事業の管理運営について自己
点検・評価を行う。

3　自己点検・評価委員会に関する規程

は、別に定める。
（事務）

第17条　博物館に関する事務は、博物館事務
室が行う。
（細則）

第18条　この規程に定めるもののほか、博物
館の管理運営上必要な事項は、関西大学
博物館規程細則において規定する。
附　則
1　�この規程は、平成 6年 4月 1日から施
行する。

2　�関西大学考古学等資料室規程（昭和50
年10月 1 日制定）は、廃止する。
附　則
この規程（改正）は、平成 8年 4月 1日か
ら施行する。

附　則
この規程（改正）は、平成13年 4 月 1 日か
ら施行する。

附　則
この規程（改正）は、平成14年 4 月 1 日か
ら施行する。

附　則
この規程（改正）は、平成15年 4 月 1 日か
ら施行する。

附　則
1　�この規程（改正）は、平成16年 4 月 1
日から施行する。

2　�この規程（改正）施行後最初に第 5条
第 2項の規定により選出される博物館
長の任期は、第 5条第 3項の規定にか
かわらず、平成18年 9 月30日までとす
る。
附　則
この規程（改正）は、平成17年 4 月 1 日か
ら施行する。

附　則
この規程（改正）は、平成19年 4 月 1 日か
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ら施行する。
附　則
この規程（改正）は、平成22年 4 月 1 日か
ら施行する。

附　則
この規程（改正）は、平成22年 5 月 1 日か
ら施行する。

附　則
この規程（改正）は、平成24年10月 1 日か
ら施行する。

附　則

この規程（改正）は、平成27年 4 月 1 日か
ら施行する。

附　則
この規程（改正）は、平成28年 4 月 1 日か
ら施行する。

附　則
この規程（改正）は、2019年10月 1 日から
施行する。

附　則
この規程（改正）は、2020年 4 月 1 日から
施行する。

関西大学博物館規程細則

� 制定　平成 6年 1月28日

（趣旨）
第 1条　この細則は、関西大学博物館規程第

18条の規定に基づき、同規程の施行につ
いて必要な事項を定めるものとする。
（開館時間）

第 2条　博物館の開館時間は、午前10時から
午後 4時までとする。
2　館長は、必要があると認めた場合に
は、前項に規定する開館時間を変更
することができる。

（休館日）
第 3条　博物館の休館日は、次のとおりとす

る。
⑴　国民の祝日に関する法律（昭和23年

法律第178号）に規定する休日
⑵　日曜日
⑶　関西大学記念日
⑷　その他関西大学の定める休業日
2　館長は、必要があると認めた場合に
は、前項に規定する休館日を変更し、
又は臨時に休館日を定めることがで

きる。
（入館手続）

第 4条　博物館に入館する者は、所定の手続
をしなければならない。
2　館長は、博物館における教育及び研
究活動に支障があると認めた場合に
は、入館を許可しないことがある。

（入館料）
第 5条　博物館の入館料は、原則として無料

とする。
（入館者の義務）

第 6条　入館者は、施設、資料等を毀損又は
滅失したときは、直ちに館長に届け出て
その指示に従わなければならない。
2　前項に規定する損害に対しては、入
館者は損害賠償の義務を負わなけれ
ばならない。ただし、事情によりこ
れを免除又は軽減することができる。

（資料等の利用）
第 7条　博物館内において資料等の利用を希

望する者は、利用許可申請書（様式第 1
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号）を館長に提出し、その許可を受けな
ければならない。
2　館長は、前項の利用許可申請書の提
出があったときは、審査の上、利用
許可書（様式第 2号）を交付する。
ただし、重要文化財及びこれに準ず
る資料については、博物館運営委員
会（以下「委員会」という。）を開
催し、その意見を聴いて決定しなけ
ればならない。

3　館長は、管理上支障がある場合には、
前項に規定する許可を取り消すこと
ができる。

4　第 2項の規定による許可を受けた者
は、資料等を毀損した場合は、損害
賠償の義務を負わなければならない。

（資料等の貸出し）
第 8条　資料等の貸出しを受けようとする者

は、貸出許可申請書（様式第 3号）を館
長に提出し、その許可を受けなければな
らない。
2　館長は、前項に規定する貸出許可申
請書の提出があったときは、審査の
上、貸出許可書（様式第 4号）を交
付する。ただし、重要文化財及びこ
れに準ずる資料については、委員会
を開催し、その意見を聴いて決定し
なければならない。

3　館長は、管理上支障がある場合には、
前項に規定する許可を取り消すこと
ができる。

4　第 2項の規定による許可を受けた者
は、貸出期間中の保管及び貸出しに
伴う全ての経費を負担する。また、
別に定める所定の使用料を博物館に
納入しなければならない。

5　貸出期間中に貸出品が毀損し、又は
滅失した場合は、貸出しを受けた者

が損害賠償の義務を負わなければな
らない。

6　重要文化財指定及びこれに準ずる資
料の貸出しに伴う公開期間は、延べ
60日以内とする。ただし、館長が必
要と認めた場合には、委員会の意見
を聴いて貸出しに伴う公開期間を変
更することができる。

（撮影等の許可）
第 9条　資料等の撮影、模写、模造等をしよ

うとする者は、撮影等許可申請書（様式
第 5号）を館長に提出し、その許可を受
けなければならない。
2　館長は、前項の撮影等許可申請書の
提出があったときは、審査の上、撮
影等許可書（様式第 6号）を交付す
る。ただし、重要文化財及びこれに
準ずる資料については、委員会を開
催し、その意見を聴いて決定しなけ
ればならない。

3　館長は、管理上支障がある場合には、
前項に規定する許可を取り消すこと
ができる。

4　第 2項の規定による許可を受けた者
は、撮影等で、資料等を毀損した場
合、損害賠償の義務を負わなければ
ならない。また、別に定める所定の
使用料を博物館に納入しなければな
らない。

（資料等の借入れ）
第10条　館長は、資料等を借り入れたときに

は、所有者に借用書（様式第 7号）を交
付する。
（受贈）

第11条　資料等の受贈については、別に定め
る。
（寄託）

第12条　資料等を寄託しようとする者は、そ
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の品目、点数、期間等を、寄託申込書（様
式第 8号）に記入の上、館長に提出する
ものとする。
2　館長は、前項の規定による寄託の申
出があった場合は、委員会を開催し、
受入れを決定したものについては意
見を付し理事会に進達しなければな
らない。

3　館長は、資料等の寄託を受けたとき
は、寄託者に対して当該資料等の目
録を交付するものとする。

4　寄託を受けた資料等については、万
全の注意をもって保管しなければな
らない。

（高松塚古墳壁画再現展示室）
第13条　高松塚古墳壁画再現展示室の管理運

営上必要な事項については、別に定める。
附　則
この細則は、平成 6年 4月 1日から施行す
る。

附　則
この細則（改正）は、平成 8年 4月 1日か
ら施行する。

附　則
この細則（改正）は、平成10年 4 月 1 日か
ら施行する。

附　則
この細則（改正）は、平成20年 3 月11日か
ら施行する。

附　則
この細則（改正）は、平成23年 5 月13日か
ら施行し、平成23年 4 月 1 日から適用する。

附　則
この細則（改正）は、2019年10月 1 日から
施行する。

附　則
この細則（改正）は、2020年 4 月 1 日から
施行する。
様式（省略）

関西大学博物館自己点検・評価委員会規程

制定　平成 8年 1月26日

（設置）
第 1条　関西大学博物館（以下「博物館」と

いう。）に、関西大学博物館規程第16条
の規定に基づき、博物館自己点検・評価
委員会（以下「委員会」という。）を置く。
（目的）

第 2条　委員会は、博物館の目的及びその使
命を達成するため、博物館における教育
研究の支援活動及び管理運営について自
己点検・評価を行う。
（構成）

第 3条　委員会は、次の者をもって構成する。

⑴　博物館長（以下「館長」という。）
⑵　博物館運営委員のうちから館長が指

名する者　若干名
⑶　博物館事務長
⑷　学芸員　若干名
2　委員会は、特に必要がある場合、 2
名以内に限り、博物館運営委員会
（以下「運営委員会」という。）の議
を経て、大学内外の学識経験者に委
員を委嘱することができる。

（任期）
第 4条　委員の任期は、 2年とする。ただし、
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再任を妨げない。
2　委員に欠員が生じたときは、補充し
なければならない。この場合におい
て、後任者の任期は、前任者の残任
期間とする。

（委員長及び副委員長）
第 5条　委員会に、委員長及び副委員長を置

く。
2　委員長は館長をもって充て、副委員
長は、第 3条第 1項第 2号の委員の
うちから委員長が任命する。

（運営）
第 6条　委員会は、委員長が招集し、議長と

なる。
2　委員長に事故があるときは、副委員
長がその職務を代行する。

3　委員会は、全委員の過半数の出席を
もって成立し、委員会の議事は出席
委員の過半数の同意をもって決する。
ただし、可否同数のときは、議長の
決するところによる。

4　委員会は、必要に応じて委員以外の
者に出席を求め、その意見を聴くこ
とができる。

（職掌事項）
第 7条　委員会は、自己点検・評価に関し、

次の事項を審議決定し、実施する。
⑴　自己点検・評価方針の立案
⑵　自己点検・評価の実施及び報告書の

作成
⑶　その他自己点検・評価及び第三者評

価に必要な事項

（結果の報告）
第 8条　委員会は、自己点検・評価結果の報

告書を作成し、館長に提出する。
2　前項の報告書は、館長がこれに意見
を付し、運営委員会の議を経て公表
する。

（事務）
第 9条　委員会の事務は、博物館事務室が行

う。
（補則）

第10条　この規程に定めるもののほか、博物
館の自己点検・評価に関し必要な事項は、
委員会の議を経て運営委員会で決定する。
附　則
この規程は、平成 8年 4月 1日から施行す
る。

附　則
この規程（改正）は、平成15年 4 月 1 日か
ら施行する。

附　則
この規程（改正）は、平成25年 4 月 1 日か
ら施行する。

附　則
この規程（改正）は、2019年10月 1 日から
施行する。

附　則
この規程（改正）は、2020年 4 月 1 日から
施行する。

附　則
この規程（改正）は、2020年10月 1 日から
施行する。



― 104 ―

高松塚古墳壁画再現展示室運営内規

� 制定　平成20年 3 月12日

（趣　旨）
第 1条　この内規は、博物館規程細則第15条

の規定に基づき、高松塚古墳壁画再現展
示室（以下「壁画再現展示室」という。）
の運営について、必要な事項を定めるも
のとする。
（開室日）

第 2条　壁画再現展示室の開室日は、次のと
おりとする。
⑴　 4月 1日から 7月28日までの月曜日

から土曜日まで
⑵　 9月21日から12月20日までの月曜日

から土曜日まで
⑶　 1月 8日から 3月20日までの月曜日

から土曜日まで
（開室時間）

第 3条　壁画再現展示室の開室時間は、午前
9時から午後 5時までとする。
（休室日）

第 4条　壁画再現展示室の休室日は、第 2条
に規定する開室日を除く日のほか、次の
とおりとする。
⑴　国民の祝日に関する法律（昭和23年

法律第 178号）に規定する休日
⑵　本大学記念日
⑶　その他本大学の定める休業日

2　博物館長（以下「館長」という。）は、
必要があると認めた場合には、前項
に規定する休室日を変更し、又は臨
時に休室日を定めることができる。

（見学料）
第 5条　壁画再現展示室の見学料は、原則と

して無料とする。
（見学者の義務）

第 6条　見学者は、施設、資料等を棄損し、
又は滅失したときは、直ちに館長に届け
出てその指示に従わなければならない。
2　前項に規定する損害に対しては、見
学者は損害賠償の義務を負わなけれ
ばならない。ただし、事情によりこ
れを免除又は軽減できる。

3　館長は、壁画再現展示室における教
育及び研究活動に支障があると認め
た場合には、見学を許可しないこと
がある。

（事　務）
第 7条　壁画再現展示室の事務は博物館事務

室が行う。
附　則
この内規は、平成20年 3 月11日から施行す
る。

関西大学博物館客員研究員に関する内規

制定　2020年 4 月 1 日

（趣旨）
第 1条　この内規は、関西大学博物館規程第

9条の規定に基づき、関西大学博物館
（以下「博物館」という。）が、研究班に
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加える客員研究員について、必要な事項
を定めるものとする。
（職務）

第 2条　客員研究員は、関西大学博物館規程
第 3条に規定する事業を行うにあたり、
当該事業にかかる調査研究等を行うもの
とする。
（定義）

第 3条　この内規において、「客員研究員」
とは、博物館の研究活動に関連する研究
実績を有する研究者で、他大学、国公私
立の研究機関等に所属している者又はそ
れに相当する研究実績を有すると認めら
れる者のうちから、研究代表者が推薦し、
運営委員会の議を経て、館長が研究活動
に参加することを許可した者をいう。
（任期）

第 4条　客員研究員の任期は、原則として 4
月 1日から翌年 3月31日までの 1年間と
する。ただし、必要により、年度途中か
らの任期を認めることができ、この場合
の任期は、当該年度の年度末までとする。
2　客員研究員が希望し、かつ所属する
研究班の研究代表者から申し出があ
る場合は、館長は当該研究班の研究
期間の範囲内で任期を更新すること

ができる。
（調査研究等活動）

第 5条　客員研究員は、許可された研究班に
所属し、研究員等と協力して調査研究等
に従事し、研究班の活動に参加するもの
とする。
（研究成果）

第 6条　客員研究員は、任期終了までに、所
属する研究班の研究成果報告において、
自身の研究成果を発表しなければならな
い。
2　客員研究員の研究成果の取扱いにつ
いては、運営委員会の議を経て研究
員に準ずることができる。

（費用の支弁）
第 7条　研究班に加わる客員研究員の研究活

動に必要な費用の支弁については、所属
する研究班予算の範囲内とする。
（処遇）

第 8条　客員研究員は、関西大学博物館客員
研究員の呼称を使用することができる。
（事務）

第 9条　この内規に関する事務は、博物館事
務室が行う。
附　則
この内規は、2020年 4 月 1 日から施行する。

関西大学博物館非常勤研究員に関する内規

制定　平成22年 7 月14日

（趣旨）
第 1条　この内規は、関西大学博物館規程第

10条の規定に基づき、関西大学博物館に
置く非常勤研究員について、必要な事項
を定めるものとする。
（職務）

第 2条　非常勤研究員は、関西大学博物館規
程第 3条に規定する事業を行うにあたり、
当該事業にかかる調査研究等を行うもの
とする。
2　非常勤研究員は、その調査研究等を
推進するために、科学研究費助成事
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業等の外部資金獲得に努めなければ
ならない。

3　博物館におかれた研究班の研究代表
者の推薦を受け、博物館運営委員会
の議を経て、館長の委嘱を受けた者
は、当該研究班に加わり、研究活動
に参加するものとする。

（対象者）
第 3条　この内規において、「非常勤研究員」

とは、博物館に関連する研究実績を有し、
委嘱される前年度において満70歳未満の
者のうち、博物館運営委員会の議を経て
館長が委嘱した者をいう。
2　非常勤研究員は、博士課程前期課程
（修士課程を含む。）を修了した者又
は同等以上の研究業績を有する者と
する。ただし、博士課程後期課程そ
の他の学籍を有する者を除く。

（委嘱期間）
第 4条　非常勤研究員の任期は、原則として

4月 1日から翌年 3月31日までの 1年間
とする。ただし、必要により、年度途中
からの任期を認めることができ、この場
合の任期は、当該年度の年度末までとす
る。
2　非常勤研究員は、再任することがで

きる。
（研究報告）

第 5条　非常勤研究員は、毎年度末までに研
究成果報告書等を館長あて報告するもの
とする。ただし、所属する研究班の研究
成果報告において、当該年度に自身の研
究成果を発表した場合は、それに代える
ことができる。
（費用の支弁）

第 6条　研究班に加わる非常勤研究員の研究
活動に必要な費用の支弁については、所
属する研究班予算の範囲内とする。
（処遇）

第 7条　非常勤研究員は、関西大学博物館非
常勤研究員の呼称を使用することができ
る。
（事務）

第 8条　この内規に関する事務は、博物館事
務室が行う。
附　則
この内規は、平成22年 7 月14日から施行し、
平成22年 5 月 1 日から適用する。

附　則
この内規（改正）は、2020年 4 月 1 日から
施行する。 

関西大学学芸アシスタントに関する内規

制定　2017年 1 月31日

（趣旨）
第 1条　この内規は、関西大学博物館規程
（以下「博物館規程」という。）第 2条の
規定に基づき、関西大学博物館（以下「博
物館」という。）において高度専門職業
人としての学芸員を養成することを目的

として、関西大学（以下「本学」という。）
が雇用する学芸アシスタントについて必
要な事項を定めるものとする。ただし、
この内規に定めのない事項については、
定時事務職員就業規則に定めるところに
よる。
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（定義）
第 2条　この内規において学芸アシスタント

とは、博物館規程第 4条第 1項第 2号に
規定する学芸員の指導及び監督のもとに、
次条に規定する業務に従事する者をいう。
（業務内容）

第 3条　学芸アシスタントは、博物館学芸員
の指導及び監督のもとで、博物館規程第
6条に定める学芸員の業務を行う。
（資格）

第 4条　学芸アシスタントとなることができ
る者は、本学大学院博士課程に在籍する
学芸員資格取得者又は学芸員資格取得見
込み者とする。
（選考書類の提出）

第 5条　学芸アシスタントを希望する者は、
所定の期日までに、次の各号に掲げる書
類を博物館長に提出しなければならない。
⑴　申請書
⑵　履歴書
⑶　大学院担当専任教員または特別契約

教授の推薦書
⑷　展示企画・計画書
⑸　その他博物館長が必要と認めた書類
（選考）

第 6条　博物館長は、前条による希望者のう
ちから選考のうえ、博物館運営委員会の
議を経て、学芸アシスタントの雇用候補
者を決定する。
（雇用）

第 7条　学芸アシスタントの雇用候補者は、
所定の手続きを経て、定時事務職員とし
て雇用する。
2　雇用期間は、 1年以内とする。ただ
し、審査を経た上で、 4回を限度に

更新することができる。
（雇用契約の解除）

第 8条　定時事務職員就業規則第 7条に定め
るもののほか、第 4条に規定する資格を
喪失した場合は、原則として雇用契約を
解除する。
（通勤手当）

第 9条　定時事務職員就業規則第34条に定め
る通勤手当は、通学定期券の発行を受け
ることのできる区間で勤務する場合には
支給しない。ただし、関西大学学則第12
条第 1項第 4号及び第 5号に定める夏季
休業及び冬季休業並びに 2月 1日から 3
月31日までの期間については、この限り
ではない。
（成果発表）

第10条　学芸アシスタントは、毎年年度末ま
でに、申請書に記載した研究テーマにそ
った活動実績を博物館長に報告しなけれ
ばならない。また、博物館紀要等に研究
成果を発表しなければならない。
（遵守義務）

第11条　学芸アシスタントは、この内規、定
時事務職員就業規則及び業務上の指示命
令を遵守し、誠実に業務を遂行しなけれ
ばならない。
（事務）

第12条　この内規に関する事務は、博物館事
務室の所管とする。
（内規の改廃）

第13条　この内規の改廃は、博物館運営委員
会の議を経て行う。
附　則
この内規は、2017年 1 月31日から施行する。
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関西大学博物館準研究員に関する内規

制定　2020年 4 月 1 日

（趣旨）
第 1条　この内規は、関西大学博物館（以下
「博物館」という。）が、本学大学院生を
準研究員として博物館の研究活動に参加
させることについて、必要な事項を定め
るものとする。
（定義）

第 2条　この内規において、「準研究員」とは、
大学院博士課程後期課程に在籍する大学
院学生で、指導教員の推薦に基づき、研
究班が審査し、運営委員会の議を経て博
物館長が研究活動に参加することを許可
した者をいう。
（人数）

第 3条　準研究員の人数は、 1研究班につき
3名程度とする。
（研究期間）

第 4条　準研究員の受入れは 1回限りとし、
研究期間は原則として 4月 1日から翌年
3月31日までの 1年間とする。ただし、
所属する研究班の研究期間内で 2年を限
度に延長を許可することができる。
（調査研究等活動）

第 5条　準研究員は、研究員及び学芸員の指
導のもとに研究課題の研究に従事し、研
究班の研究活動に参加するものとする。

2　準研究員は、博物館及び研究班の管
理運営に関与することができない。

（研究成果）
第 6条　準研究員は、毎研究期間中の研究成

果報告書等を所属する研究班の研究代表
者を通じて博物館長に提出しなければな
らない。
2　準研究員の研究成果の取扱いについ
ては、運営委員会の議を経て研究員
に準ずることができるものとする。

（費用の支弁）
第 7条　研究班に加わる準研究員の研究活動

に必要な費用の支弁については、所属す
る研究班予算の範囲内とする。
（資格の取消し）

第 8条　病気及びその他の理由により、共同
研究活動を継続させることが適当でない
と当該研究班が認めた場合、及び準研究
員から辞任の申し出があった場合は、運
営委員会の議を経て準研究員の資格を取
り消すものとする。
（事務）

第 9条　この内規に関する事務は、博物館事
務室が行う。
附　則
この内規は、2020年 4 月 1 日から施行する。
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